
　
　

島
が
は
ぐ
く
む
豊
か
な
自
然

　

九
十
九
島
の
樹
木
は
、
一
部
に
ク
ロ
マ

ツ
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
主
に
葉
が
厚
く
表

面
に
つ
や
の
あ
る
カ
シ
・
シ
イ
類
の
照
葉

樹
が
茂
っ
て
い
て
、
島
を
深
い
緑
色
で
包

ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
対
馬
暖
流
の
影
響
を
受
け
て
温

暖
な
気
候
の
た
め
、
南
方
系
の
植
物
が
数

多
く
見
ら
れ
、
中
に
は
生
息
地
の
北
限
と

さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
ほ
か
、
チ
ョ
ウ

チ
ョ
ウ
ウ
オ
類
や
ク
マ
ノ
ミ
な
ど
の
熱
帯

性
の
魚
な
ど
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

海
は
穏
や
か
で
、
複
雑
な
形
を
し
た
入

り
江
が
多
く
、
海
岸
の
埋
め
立
て
な
ど
の

開
発
で
全
国
的
に
少
な
く
な
っ
て
い
る
干

潟
（
※
3
）
や
砂
浜
も
た
く
さ
ん
残
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
き

物
が
生
態
系
を
保
ち
な
が
ら
生
活
し
て
い

ま
す
。

　

九
十
九
島
で
は
、
ほ
か
で
は
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
よ
う
な
珍
し
く
、
貴
重
な
動

植
物
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
中
に
は
環

境
の
変
化
に
よ
っ
て
絶
滅
す
る
可
能
性
が

あ
る
も
の
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

※
3　

砂
と
泥
が
混
ざ
っ
た
遠
浅
の
海
辺

　

の
こ
と
。
干
潟
に
は
た
く
さ
ん
の
生
物

　

が
す
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
は
そ
の

　

周
り
の
森
林
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し

　

て
い
ま
す
。
栄
養
を
含
ん
だ
土
が
森
で

　

作
ら
れ
、
雨
水
が
栄
養
を
干
潟
に
運
び
、

　
 
海  
藻 
、 
海  
草 
、
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を

か
い 
そ
う 

う
み 
く
さ

　

育
て
ま
す
。
そ
の
た
め
、
干
潟
に
は
小

　

さ
な
生
物
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
生
物

　

が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
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●５ 

九
十
九
島
と
共
に

　
　
　

生
き
る
生
き
物
た
ち

 カノコユリ（A）
　市の花。和名の「鹿の子百合」は、
その模様が小鹿の背中の 斑  点 に似

はん てん

ていることから名付けられました。
7月中旬～8月中旬ごろには、遊覧
船からも花を楽しめます。

カブトガニ（A）
　「生きている化石」とも呼ばれ、か
つてはたくさんの地域にすんでい
ましたが、干潟の埋め立てなどによ
り、現在は数少ない地域にしかいま
せん。昨年9月、九十九島では初め
て卵も確認されました。

ミサゴ（B）
　トビと同大の大型のタカ類で、魚
をえさにします。巣は海岸の岩の
上や岩棚、大木の木の枝などに枯れ
枝を集めて作ります。移動中には、
烏帽子岳などの山地でも見られる
こともあり、行動範囲は広いですが、
個体数の少ない鳥です。

ハマボウ（D）
　南九十九島海域は、県下における
一大生育地です。花はアサガオの
ように一日でしおれてしまいます
が、毎日たくさんの鮮やかなレモン
色の花が次々と咲き、7月～8月に、
遊覧船からも花を楽しめます。

ドロアワモチ（C）
　ウミウシの仲間で、大きな内湾
の奥の平坦な砂泥干潟にすみ、干
潟表面の藻類を食べます。九州以
北では、知られていた生息地のほ
とんどが埋め立てられて全滅し、
今なお生息している場所は数カ所
しかありません。

レッドデータブック　絶滅の恐れの
ある野生生物の生息場所や数、絶滅
の危険性のランク（順位）などをと
りまとめた本（市は平成14年に発刊）。
A環境省・市で絶滅危ぐ種（絶滅の
危機にひんしている）に指定。
B環境省・市で準絶滅危ぐ種（現時
点では絶滅危険度は小さいが、生
息条件の変化によっては「絶滅危
ぐ」に移行する可能性がある）に
指定。
C市で絶滅危ぐ種に指定。
D市で準絶滅危ぐ種に指定。

レッドデータブックへの指定状況

●４ 

　　
　

島
の
密
度
は
日
本
一
！

　

九
十
九
島
は
、
リ
ア
ス
式
海
岸
（
※
1
）

と
外
洋
性
多
島
海
（
※
2
）
の
景
観
が
特

徴
で
、
1
�
当
た
り
3
・
8
1
の
島
が
あ

り
、
島
の
密
度
は
日
本
一
と
い
う
調
査
結

果
（
宮
城
県
発
行
の
「
県
立
自
然
公
園
松

島
学
術
調
査
報
告
書
」）
が
あ
り
ま
す
。

※
1　

侵
食
さ
れ
た
山
地
が
、
地
殻
運
動

　

や
海
水
面
の
変
化
の
た
め
に
海
水
の
浸

　

入
を
受
け
て
で
き
た
、
複
雑
に
入
り
組

　

ん
だ
海
岸
の
こ
と
。

※
2　

一
定
の
広
さ
に
多
く
の
島
が
あ
る

　

外
洋
に
面
し
た
海
域
の
こ
と
。
日
本
に

　

は
1
カ
所
し
か
な
い
地
形
で
、
西
海
国

　

立
公
園
の
特
徴
を
表
す
独
特
の
表
現
に

　

な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

九
十
九
島
の
島
の
数
は
『　

』
？
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九
十
九
島
の
「
九
十
九
」
と
は
、
数
が

多
い
こ
と
を
表
す
言
葉
と
し
て
使
わ
れ
ま

す
が
、『
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
た
く
さ
ん

の
島
々
が
あ
り
素
晴
ら
し
い
』
と
い
う
意

味
で
、
江
戸
時
代
中
期
に
は
既
に
こ
う
呼

ば
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

実
際
の
島
数
は
、
平
成　

年
に
発
足
し

11

た
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
「
九
十
九

島
の
数
調
査
研
究
会
」
が
約
1
年
半
を
か

け
て
調
べ
た
結
果
、『
2
0
8
』
の
島
が
あ

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
訳

は
、
北
九
十
九
島
が
1
2
8
、
南
九
十
九

島
が　

で
、
市
町
別
で
は
、
田
平
町　

、

80

10

鹿
町
町　

、
小
佐
々
町　

、
佐
世
保
市
1

57

30

1
1
で
す
。

　
　

一
つ
の
島
に
六
つ
の
名
前
？　

　

島
名
は
、
国
土
地
理
院
や
海
図
、
各
自

治
体
の
地
図
か
ら
調
べ
る
方
法
が
あ
り
ま

す
が
、
地
図
に
よ
っ
て
名
前
が
違
う
も
の

や
、
記
載
が
無
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
昨
年
8
月
か
ら　

月
に
か
け

11

て
、
西
海
パ
ー
ル
シ
ー
セ
ン
タ
ー
の
九
十

九
島
調
査
室
と
県
立
大
学
の
西
村 
千
尋 
教

ち
ひ
ろ

授
の
研
究
室
が
、
合
同
で
九
十
九
島
の
島

名
調
査
を
行
い
、
南
九
十
九
島
の　

島
の

80

う
ち
、　

島
の
名
前
を
確
認
し
ま
し
た
。

72

　

調
査
で
は
、
国
土
地
理
院
、
海
図
、
各

自
治
体
の
地
図
な
ど
を
使
う
ほ
か
、
九
十

九
島
近
辺
在
住
の
高
齢
者
や
島
に
詳
し
い

人
、
漁
業
関
係
者
、
瀬
渡
し
業
者
な
ど
か

ら
聞
き
取
り
を
し
て
、
名
前
の
由
来
や
言

い
伝
え
、
歴
史
に
つ
い
て
も
併
せ
て
調
べ

ま
し
た
。
調
査
の
結
果
、
地
図
に
よ
っ
て

名
前
が
違
う
以
外
に
、
同
じ
島
で
も
地
元

で
の
呼
び
名
が
地
区
に
よ
っ
て
違
う
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。
中
に
は
、
一
つ
の
島
に

「 
鼠 
島
」、「 
兎 
島
」、「 
元  
杭 
島
」、「 
根  
摘 

ね
ず
み 

う
さ
ぎ 

も
と 
く
い 

ね 

つ
み

島
」、「 
元  
栗 
島
」、「
ヤ
ジ
マ
」
の
六
つ
の

も
と 
く
り

名
前
が
あ
る
島
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
北
九
十
九
島
に
つ
い
て
も
、

島
名
調
査
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

九
十
九
島
の
い
ろ
い
ろ

九
十
九
島
の
誕
生

溶岩流� 地�陸�
小佐々� 佐世保�海�

①第三紀層のたい積
　佐世保一帯の基盤とな
る地質は、約3～2千万年
前にたい積した第三紀層と
呼ばれるたい積岩（砂岩や
 頁 岩、石炭など）で、軟らか
けつ

く、風化や水の浸食に弱い
という特徴がありました。

②溶岩台地の形成
　地殻変動により断層や
傾斜が起こり、起伏の激
しい地形となりますが、
波や風による自然侵食で
平原化され、数百万年前、
火山の噴火でその上を溶
岩が覆いました。

③侵食が始まる
　その後、約200万年前
から寒冷期と温暖期が繰
り返される氷河期となり
ます。その間、土地の侵
食は続いて少しずつ複雑
な地形になっていきまし
た。

④侵食地形に海水が侵入
　約1万数千年前に氷河
期が終わると気候は温暖
化し、海面が上昇しまし
た。海水は谷の奥深くま
で侵入し、小高い山々の
頂上が残されて、現在の
九十九島が誕生しました。

���

島の条件
　①満潮時に水面から出ていること
　②陸の植物が生えていること

　＜干潮時＞
　　島は1つに見える。

　＜満潮時＞
　　条件から、島は2つ。

�① ②

�


